
鬼怒川ダム統合管理事務所は、五十里ダム・川俣ダム・川治ダム・湯西川
ダム及びダム群連携施設の５つの施設を一体として運用する「統合管理」を
行っています。
また、水源地域の振興と活性化の行動計画「鬼怒川上流ダム群水源地域ビ

ジョン」を進めています。

令和４年度の事業としましては、５つの施設が正常に機能するために、
堰堤維持費「約2２.２億円」により施設の点検及び修繕等を行います。
また、堰堤改良費「1.7億円」により川治ダム堆砂対策等の検討を行い

ます。
「防災･減災､国土強靱化のための５か年加速化対策」事業のＲ３年度とし

ては「約8.6億円」により各管理施設の修繕等を行います。

主要な事業は次のとおりです。
１）５つの施設の統合管理 （別紙１）
２）危機管理型の運用［ダムの事前放流］ （別紙２）
３）川治ダムコンジット予備ゲート修繕工事 （別紙３）
４）鬼怒ダム管内通信設備工事 （別紙４）
５）ダムの機能維持 （別紙５）
６）地域活性化の取り組み （別紙６）

台風等による洪水や、少雨による渇水が発生した場合には、ダムに関する
情報を正確に、分かりやすくお知らせしていくこととします。

※事業計画等は、現時点における予定であり、今後変更となる場合があります。
※上記の他、工事諸費等があります。

令和４年６月２ ８日 （火 ）

国土交通省関東地方整備局

鬼怒川ダム統合管理事務所

鬼怒川ダム統合管理事務所 令和４年度事業の概要
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５つの施設の統合管理 別紙１

鬼怒川ダム統合管理事務所では、限りある水資源とダム貯水池を有

効活用し、ダムの効果を最大限発揮させるために、五十里ダム、川俣

ダム、川治ダム、湯西川ダム及びダム群連携施設を一体運用する「統

合管理」を行っています。

利根川

い か り かわまた

ゆ にし がわ

川治ダム
五十里ダム

男鹿川

ダム群連携施設

かわじ



ダムを運用するために、ダム堤体に付属する機械・電気等設備はもとより、

気象観測、放流警報、通信等の様々な設備が設置されています。ダムが､必要な

役割を果たせるように､これらの点検整備を行います。

雨量観測所 放流警報局（サイレン）

台風等による出水時に、ダム下流の洪水被害を軽減するために、ダムにより

洪水調節を行います。

また、平常時には、各種用水や河川環境を保持するために、必要な流量をダ

ムから放流する利水補給を行います。

情報収集・監視

予測・運用計画

雨量、河川流量、必要流量、
ダム貯水量、気象予報など
を収集します。

ダム流入量､下流河川流量を
予測し､実績と対比します。
水を貯めるか、放流するか
計画を立てます。

ダム操作

各ダムにおいて施設を操
作します。 放流指示・通知

各ダムへ放流開始、放流量変更連絡
関係機関へ放流量､放流開始時間
を通知します。
放送、サイレンによる注意喚起
河川の巡視を行います。

管理用水力発電設備

５つの施設の統合管理

洪水調節、利水補給による流水管理

統合管理のための様々な設備

別紙１



危機管理型の運用（ダムの事前放流）

ダムの事前放流イメージ

事前放流実施ダム位置図（鬼怒川流域）

6ダム

13ダム

洪水調節容量が

２倍

鬼怒川におけるダムの洪水調節容量

従来
今後
（最大時）

ダムの事前放流は、洪水被害の防止・軽減を目的としており、想定を超える大
雨が予想される場合に、事前にダムの貯水位を下げて、より多くの洪水を貯める
ことが出来るようにするものです。
※事前放流では、雨が降り始める前など、晴天時からダムの放流を始めることがあり、ダム
放流を開始する前には、サイレンを鳴らしスピーカーで放送等を行います。放流により増水
するため、事前放流が行われている時は、川から離れ、川に近づかないようにして下さい。

別紙２



川治ダムコンジット予備ゲート修繕工事 別紙３

１．事業の概要

２．事業内容

ゲート操作室内 機側操作盤外観

川治ダム全景

コンジット予備ゲート

コンジット主ゲート
コンジット予備ゲート

機側操作盤（ゲート操作室内設置）

機側操作盤

川治ダムコンジット主ゲートは、川治ダムの洪水調節に使用するゲートです。
この主ゲートの点検・整備時等に使用されるコンジット予備ゲートにおいて、
ゲートの操作を行う機側操作盤の老朽化が進んでいるため、予備ゲート1号及び
2号の機側操作盤を更新します。



鬼怒ダム管内通信設備工事 別紙４

１．事業の概要

鬼怒川ダム統合管理事務所管内のＣＣＴＶカメラの新設及び更新、並びに光
ケーブル配線等を行います。。

光ケーブル
敷設

ダム下流域

小網
上滝
立岩
小佐越

五十里ダム上流

独鈷沢
貯砂ダム
海渡り橋
赤夕大橋
海尻橋

湯西川ダム

ダム４台
副水位計
清水バイパス
赤倉橋

川俣ダム

減勢池

庁舎監視
８台

２．事業内容



ダムの機能維持

土砂掘削（貯水池内）

別紙５

川治ダム貯水池土砂掘削・搬出状況

五十里ダム

五十里ダム流木処理状況（湖面集積）

台風等の出水に伴いダムに流れ込んだ土砂や倒木が、ダムの治水、利水機能
に支障を与えることにならないように、土砂掘削及び流木処理を継続的に行い
ます。また、ダム関連施設の補修等を行い長寿命化を図ります。

流木処理（貯水池内）

川治ダムにおいては、貯水池内の土砂堆積
が顕著に進行しているため、堆砂対策施設の
整備に向けた検討を行っています。

放流ゲート点検状況

ダム管理施設の維持

ヤードにて
乾燥後に粉砕
して、チップ化

無料配布を実施 牛舎の寝床として利用

流木の大部分は、民間処分場に持ち込み処分（有料）していますが、維持管理費
を削減するために、チップ化して無料配布する取り組みも進めています。



別紙６

五十里ダム環境放流
公開試験ツアー

地域活性化の取り組み

鬼怒川上流ダム群水源地ビジョンの概要

水源地域の将来像

『人・水・温泉 わくわく鬼怒川水源郷』

対象地区

水源地域ビジョンを進めていく基本方針

基本方針１ 地域の“宝を磨いて”活かす
基本方針２ 流域の“つながりを深める”
基本方針３ みなが愛する“きぬがわブランド”を育む

ダムと関連する鬼怒川上流地域の５つの地区（川治地
区、三依地区、川俣地区、日向地区、湯西川・西川地区
）を対象に「水源地域ビジョン」の行動計画（アクショ
ンプラン）を作成しました。
また、４つのダムが連携して水源地域の活性化を進め

るための全体アクションプランも設けています。

推進体制

水源地域全体を包括する組織として「鬼怒川上流ダム群水源地域ビジョン推進協議会」及び地区ごとの取り組みを推進する組織とし
て４ダムごとの「ダム部会」が設置されています。

令和４年度に水源地域の皆さんと協力して実施する予定の取組の事例

キャラクターは、水源地域ビジョンの中でダムのブランド化を手伝うために登場しました。４人そろって“キヌダム４姉妹”です。

鬼怒川上流ダム群連携施設
公開試験ツアー

川俣ダム資料室
リニューアル

サイクリングマップ

“ゆにしー”

“いかり”

川俣ダムのキャラクター“かわま”がお出迎え湯西川ダム完成10周年
アニバーサリー

“かわじ”

リニューアル前（現在）

記念カード

別紙６


